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議 

次 
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１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

(1)「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置」 

答申書（案）について 

(2)「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置」 

答申書提出について 

４ その他 

５ 閉会 



  

会
議
の
内
容 

 

３ 

(1)「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置」 

答申書（案）について 

 

（審議会委員の主な意見） 

・各委員からの発言の中で、この答申書（案）の「付帯意見で良い」 

 との意見あり 

 

・今回の答申書については、今の時点では、ベストかと思う。しかしな

がら、時代が変化していく社会情勢のなかで、今後においても継続的

に調査・情報提供をお願いしたい。 

 

・この答申書にこだわらず、これらを参考にしてもらい、状況に合わせ

て継続してやってほしい。今後において、学校視察など募って実際の 

 目で見てもらうのはどうか。 

 

・各地域の方と具体的な事例等を挙げながら、時間をかけてさまざまな 

 面から話し合うことが必要かと思われるため、最終的な結論は、まだ 

 先でも良いかと思う。 

 

・この審議会に参加をした結果、「適正規模及び適正配置」について、

考えるきっかけづくりになったと思う。今後においては、情報提供も 

 必要と思われるが、視察など活発に考える場所等も提供してもらえれ

ばと思う。 

 

・ある程度の児童数は必要かと思われる。教育委員会で毎年の出生率を

見ながら、見通しを持って長期計画を立て、研究しながら進めてほし

い。 

 

・川里の小中一貫教育については、長期的な展望で調査研究をしてもら

いたい。保護者間の関心度にも差があるが、是非意識を持ってもらい

たと思う。 

  

   ・一方的に決めるのではなく、子どもや保護者等の意見を吸い上げて

ほしい。 

 

【採決】 

   ・「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置」答申書（案）につい   

   て、決定することに挙手にて審議する。 

 

    － 「挙手全員」にて、答申書（案）について、可決する － 

 

休憩 １０：４９ 

再開 １１：０５ 



  

 

 

(2)「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置」 

答申書提出について 

 

   ・矢部会長より、答申書を読み上げ、教育委員会（武藤教育長）へ 

提出される 

 

   （武藤教育長より、あいさつ） 

 

４ その他   なし 

 

５ 閉会  

本日の会議をもって、本審議会は任期満了となる。提出された答申

書の内容を十分尊重し、教育委員会として引き続き、継続し、研究

していく旨を伝え、閉会宣言を行う。 

 

配

布

資

料 

 

 

１. 第６回 鴻巣市立小・中学校適正配置審議会 次第 

２. 資料 「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置」答申書（案） 

３.資料 「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置」答申書 

 


